
宮城県共創促進プログラム
～スタートアップと連携し、新たな価値創出へ～

宮城県 経済商工観光部新産業振興課
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宮城県のスタートアップ支援の取組01
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令和
5年度

令和４年９月 知事・スタートアップ関係者の座談会

令和４年12月 幹事機関による準備会議開催

令和
4年度

令和５年５月 テクスタ宮城 設立

東北大学発等のテック系スタートアップ支援を行うことを中心

に据えたコンソーシアム。

「支援対象スタートアップ」とスタートアップに対して支援策

を持つ「構成員」をマッチングすることで課題解決・事業連携

を図る。

県では、スタートアップサポートメニューとして以下を展開

・補助金・奨励金（立地奨励金、賃料補助金など）

・スタートアップ育成（専門家派遣(R6~)、各種イベント共催）

・コミュニティ形成（テクスタ宮城、展示会出展、イベント開催）

令和
5-8年
度

構成員132社、スタートアップ78社が加入 （R8.6月現在）

なぜテック系?

‥県内には大手自動車や半導体装置メーカーが集積し製造業が成長を牽引してきた。

一方で東北大学はディープテックの研究成果を有する。両者は親和性が高く、連携に

より地域経済の新たな成長を支えるイノベーション創出を目指すため。



令和7年度共創促進プログラムの取組02
ものづくり企業とスタートアップとの共創 ～X Tech チャレンジセミナー～

日時：2026年3月3日（火）13:00-16:00 （交流会16:00-17:00） 

会場：仙台市中小企業活性化センター 

参加企業数：45社 

参加人数：71名 

リバースピッチ登壇宮城県内企業：6社 (うち、製造業3社)

ピッチ登壇スタートアップ企業：8社 

内容：特別セッション、県内企業リバースピッチ、SUピッチ、交流会

イベント概要 参加者の声

・スタートアップのピッチでは、興味深い製品が多かった（製造業）

・宮城県内の企業と人的交流の接点が持て良かった（卸売業）

・地元企業のことを知らなかったと痛感した（スタートアップ）

・リバースピッチでは、有力地元企業の話が大変興味深かった（スタートアップ）

⇒想定より多くの企業に参加いただき、前向きなコメントが多かった。

・さらなる参加企業の裾野拡大と、共創事例の創出に繋げていくことが重要。

・県内企業の、スタートアップフレンドリーの機運醸成が重要。

⇒令和8年度は、

県内ものづくり企業×全国のスタートアップ企業 共創事例の創出へ

※令和7年度、県外の共創促進事例のリサーチ、先進地視察も行った。

（同様の事例は、国・都道府県・政令指定都市などにて既に実施。）

次年度へ向けて
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令和8年度共創促進プログラムのイメージ03

ソニー(受託者)が、

共創事例の創出まで

伴走支援します

共創

オーブンイノベーションで

新たな価値を創出

県内

ものづくり企業
新事業進出、既存事業強化

課題・ニーズの保有
スタートアップ企業

専門家による
伴走支援

講題整理からマッチング、

実証まで専門家が

しっかりサポート！

参加費・支援費
無料

マッチングから
共創事例創出まで支援

プログラム参加費は無料

実証経費の補助

（上限50万円/件）

最適なスタートアップとの

共創事例創出を目指します。

成果発表・
ネットワーク拡大

成果発表会議で社外へPR！

新たなビジネスチッンスへ。

OI取組の動機

各社の強み

技術力・製造ノウハウ

実績、信用、経験

経営資源（実証フィールド）

実績・信用の不足

経験・知識の不足

経営資源の不足

課題

各社の強み

革新的な技術、アイデア

スピード感

共創に対しオープンな姿勢
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新たな顧客獲得

企画力・技術力の向上

社内活性化

新たなパートナーの獲得

実証データの蓄積

経営資源の補完
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